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「
被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和

で
公
正
な
世
界
を

人
類
と
地
球
の
未
来
の
た

め
に
」
を
掲
げ
て
、
８
月
４
日
か
ら
９
日
ま

で
、
原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
・
被
ば
く
80
年
の
節
目

の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
埼
玉
か
ら
の
参
加
者

は
、
埼
労
連
代
表
を
は
じ
め
両
会
場
合
わ
せ
て

１
８
０
人
余
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
集
会
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
た
国
連
事
務
次
長
・
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代

表
の
中
満
泉
さ
ん
は
、
「
こ
れ
ま
で
核
戦
争
が

起
き
な
か
っ
た
の
は
私
た
ち
が
誤
り
を
犯
さ
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
運
が
良
か
っ
た
か
ら

で
す
」
と
述
べ
、
引
き
続
き
核
軍
縮
、
核
廃

絶
、
核
実
験
の
永
続
的
な
終
結
の
た
め
に
力
を

尽
く
そ
う
と
語
り
ま
し
た
。

被
爆
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
日
本
被
団
協
代

表
理
事
の
田
中
聰
司
さ
ん
は
「
被
爆
者
の
余
命

を
心
配
す
る
前
に
、
自
分
の
命
を
心
配
し
よ

う
。
人
類
絶
滅
が
先
か
も
し
れ
な
い
」
と
警
告

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
世
論
喚
起
の
た
め
に
も
核
保
有
国
と
同
盟

国
で
の
運
動
の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

埼
玉
で
は
会
場
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲
間

の
た
め
に
、
８
月
６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会

と
９
日
の
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
集
会
を
、
コ
ラ
ボ
を

会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
会
も
行
っ
て
い

ま
す
。

全
体
集
会
（
ヒ
ロ
シ
マ
）

女
性
の
つ
ど
い

労働組合会議

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
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埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
答
申
を
受

け
、
８
月
８
日
の
第
７
回
審
議
会
で
、

現
在
の
１
０
７
８
円
か
ら
63
円
引
き
上

げ
る
「
時
給
１
１
４
１
円
」
を
答
申
し

ま
し
た
。

今
年
の
審
議
会
で
も
、
関
係
労
使
に

よ
る
意
見
陳
述
が
２
日
間
設
け
ら
れ
、

具
体
的
な
金
額
審
議
の
専
門
部
会
も
原

則
全
面
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
運
営
面
で

は
引
き
続
き
高
い
到
達
を
築
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の

運
動
の
成
果
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
審
議
会
の
全
国
的
な

状
況
で
は
、
中
央
審
議
会
の
目
安
答
申

が
大
幅
に
遅
れ
た
関
係
で
、
８
月
19
日

時
点
で
27
府
県
の
答
申
が
出
て
お
ら

ず
、
最
低
賃
金
の
改
定
時
期
が
大
幅
に

遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

埼
玉
審
議
会
で
は
、
５
回
の
専
門
部

会
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
労
使
双
方

の
主
張
の
溝
が
埋
ま
ら
ず
に
、
こ
れ
ま

で
維
持
し
て
き
た
全
会
一
致
で
の
答
申

が
崩
れ
、
初
め
て
公
益
委
員
見
解
に
対

す
る
採
決
と
な
り
ま
し
た
。
採
決
の
結

果
は
、
専
門
部
会
で
は
賛
成
３
（
使
用

者
３
）
、
反
対
３
（
労
働
者
３
）
と
な

り
公
益
委
員
の
会
長
が
賛
成
を
投
じ
て

採
決
さ
れ
、
本
審
で
は
賛
成
８
（
公
益

３
・
使
用
者
５
）
、
反
対
５
（
労
働
者

５
）
と
い
う
結
果
で
、
公
益
委
員
見
解

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
引
き
上
げ
額
は
過
去
最
高
額

で
は
あ
り
ま
す
が
、
約
３
年
間
続
く
急

激
な
物
価
高
騰
分
に
追
い
つ
い
て
お
ら

ず
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
『
最
低
生

計
費
試
算
調
査
』
結
果
の
時
給
１
５
０

０
円
（
審
議
会
と
同
じ
月
１
７
３
・
８

時
間
換
算
）
と
の
大
き
な
乖
離
か
ら
、

生
計
費
原
則
の
視
点
か
ら
も
充
分
な
引

き
上
げ
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
東
京
都
と
の
時
給
格
差
が

依
然
と
し
て
85
円
（
月
額
お
よ
そ
１
５

０
０
０
円
）
の
ま
ま
改
善
さ
れ
ず
、
深

刻
な
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
今
回
看
過
で
き
な
い
の

は
、
法
定
で
は
10
月
４
日
か
ら
効
力
発

生
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
「
使
用
者
の
支

払
い
準
備
期
間
が
必
要
」
と
し
て
審
議

会
の
独
自
判
断
で
11
月
１
日
発
効
に
遅

ら
せ
た
こ
と
で
す
。
約
１
カ
月
の
遅
れ

は
金
額
に
し
て
約
１
万
円
の
減
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
準
備
期
間
の
必
要
性
に

関
す
る
明
確
な
デ
ー
タ
も
示
さ
ず
に
時

期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
、
最
賃
近
傍
で

働
く
労
働
者
の
生
活
改
善
を
審
議
会
の

意
図
と
し
て
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
許

せ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
生
計
費
原
則
を
つ
ら
ぬ

く
こ
と
、
東
京
と
の
格
差
是
正
を
重
視

し
現
在
の
最
低
賃
金
制
度
の
中
で
の
可

能
な
限
り
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し
た

が
、
埼
労
連
な
ど
が
提
出
し
た
異
議
の

申
し
出
も
棄
却
さ
れ
、
当
初
の
答
申
通

り
と
し
て
、
今
年
度
の
改
定
額
が
63
円

（
時
給
１
１
４
１
円
）
・
11
月
１
日
効

力
発
生
で
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
の
状
況

全
国
の
状
況
を
見
て
も
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
の
引
上
げ
目
安
の
提
示
が

遅
れ
た
こ
と
が
影
響
し
、
地
方
審
議
会

で
答
申
が
出
さ
れ
た
の
は
８
月
19
日
時

点
で
20
都
道
県
で
す
。

栃
木
が
８
月
５
日
に
目
安
＋
１
円
で

早
々
に
答
申
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
現

在
目
安
を
上
回
る
地
方
は
15
道
県
。
埼

玉
の
よ
う
に
目
安
通
り
と
な
っ
た
地
方

は
５
都
県
で
す
。

関
東
甲
信
越
圏
で
は
栃
木
に
続
い
て

新
潟
が
目
安
＋
２
円
を
出
し
ま
し
た
。

埼
玉
同
様
、
労
使
が
一
致
せ
ず
、
公
益

提
案
で
採
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
Ａ
ラ
ン
ク
で
唯
一
目
安
を
上
回

っ
た
千
葉
で
は
、
賃
上
げ
に
伴
う
各
種

支
援
等
に
関
す
る
政
府
へ
の
要
望
が
３

点
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
審
議
の
特
徴
と
し
て
、
意
見

陳
述
人
が
増
え
て
い
る
地
方
（
秋
田
）

や
、
陳
述
・
傍
聴
者
に
学
生
が
入
っ
て

い
る
地
方
（
山
口
、
神
奈
川
、
京
都
は

陳
述
、
埼
玉
は
傍
聴
）
な
ど
、
審
議
自

体
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
審
議
会
資
料
と
し
て
正
式
に
「
最

低
生
計
費
試
算
調
査
結
果
」
を
配
布
し

た
愛
知
な
ど
、
私
た
ち
の
運
動
が
審
議

会
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
答
申
で
引
上
げ
が
大
き
い
地

方
の
動
き
と
し
て
、
目
安
金
額
に
９
円

を
プ
ラ
ス
し
た
73
円
と
し
た
鳥
取
県
で

は
、
８
月
19
日
に
９
月
補
正
予
算
案
の

概
要
を
発
表
。
初
め
て
時
給
１
０
０
０

円
を
超
え
た
２
０
２
５
年
度
の
最
低
賃

金
に
つ
い
て
、
負
担
増
と
な
る
事
業
者

へ
の
新
た
な
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
茨
城
で
は
県
知
事
が
７
月
に
意

見
陳
述
を
実
施
。
目
安
に
７
円
を
上
乗

せ
し
た
石
川
で
は
、
専
門
部
会
の
中
で

「
北
陸
３
県
に
お
け
る
地
域
間
格
差
の

是
正
に
加
え
、
能
登
半
島
地
震
や
奥
能

登
豪
雨
に
よ
る
影
響
を
ふ
ま
え
、
こ
の

額
と
す
る
結
論
に
達
し
た
」
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

8月 8日（金）9時 30分より第 7回審議会が開催され、埼労連から 4名（他 1名の計 5名）が傍聴

し、専門部会がおこなわれました。昨日提示した労側 65円、使側 60円から変更が無い状況のため間も

なく個別協議へ。思ったより短時間で協議がおわり再開となりました。

公益会長からは、「労側は発効日についてこだわっていることが話された。使側からは、食料品の上昇

についての着目はいいが、さいたま市は全国より相対的に低いこともあり、62 円（5.6％）までが限界

と発言されました。労使にはまだ隔たりがあるため、公益から見解を示したいと思います」と発言。公

益委員（会長以外）の 4人からそれぞれ順に発言（欠席者はメールの文面を紹介）されました。

公益委員一人目の意見は、「連合のリビングウエイジや埼労連の最低生計費からも労働者の生計費を

重視する点、望ましい生計費に近づけていくためのステップとしてそれなりの賃上げが必要。一方で、

埼玉の倒産件数についてみると昨年同時期との比較では 10％増加している。目安を超えての金額設定

は現実的ではないと思うので、中賃目安の 63 円が妥当。発効日については、企業が雇用を維持するた

めの経営体力を考えると一定の準備期間が必要なため、11月 1日でどうか」との中身で、続く委員も概

ね同様の意見でした。意見を聞き、労側から「発効日が 11 月 1 日になる明快な理由を聞きたい」と質

問が出されましたが、中賃の結果が遅れたことや企業側の準備のためと強調され、会長から、「公益見解

を示して採決することでどうか」と提案が出されました。

若干の休憩後、公益見解として改めて出されたのは、「先ほど、さまざまに意見を述べさせてもらった

が、食料品中心の（引上げ）検討など総合的に勘案し、中賃の目安通り 63円（5.8％）の引上げで 1141

円。発効日は 1日も早い日を望むことは理解できるが、目安が遅れたこともあり、11月 1日としたい」

との内容で報告されました。埼玉ではこの間、「全会一致」を意識した審議がすすめられてきたため、異

例中の異例です。このため労側は協議の時間が欲しいと申し出て、再び、休会となりました。

再開後の採決では、賛成が使側 3名、反対が労側 3名。公益は会長以外の 2名が欠席だったため、最

後に会長の 1 票が賛成に足されて、「賛成多数」として決まりました。本審にうつったのち、労側から

は、「金額も発効日も不満だ」との発言が最後に出されました。

埼玉の最低賃金は 11月 1日を発効日として 1141円（1078円＋目安額 63円）。この結果に対し、8

月 25日（月）を締め切りとして異議申し立てを受け付け、異議が出された際の「異議に対する審議会」

は翌 8月 26日（火）9時 30分からおこなわれます。埼労連は異議申し出をおこなう準備をします。

2025 年 8月 8 日（金）                              第 56 号

最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース

発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

埼玉審議会、目安通り（63 円）で結審 
労使の隔たり埋まらないまま、公益見解で採決の異例な展開 

埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
答
申

最
低
賃
金
１
１
４
１
円
に
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埼
労
連
が
第
８
期
組
織
拡
大
中
期
計

画
実
践
の
１
年
目
で
、
地
域
組
織
で
労

働
相
談
が
で
き
る
仲
間
を
育
成
し
な
が

ら
相
談
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
課
題
の

力
に
し
よ
う
と
、
昨
年
に
続
き
５
月
か

福
祉
保
育
労
は
、
み
ん
な
の
人
権
を

守
れ
る
福
祉
職
場
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
そ
の
家
族
の
権
利
を
保
障
し
、
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
実
践
に
は
、

職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃

金
水
準
へ
の
引
き
上
げ
と
、
人
が
人
を

支
え
る
た
め
の
増
員
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
職
場
の
未

組
合
員
に
も
声
を
か
け
「
ホ
ン
ネ
の
ト

ー
ク
会
」
を
開
催
、
社
会
的
基
準
づ
く

り
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
７
月
末
ま
で
で
２
分
会
４

職
場
で
取
り
組
み
、
25
人
の
組
合
員
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
シ
ー

ト
の
『
声
』
で
は
、
「
手
取
り
で
50
万

円
ほ
し
い
、
園
で
あ
と
５
人
正
規
職
員

増
や
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
旅

行
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
（
20

代
）
」
「
手
取
り
60
万
円
ほ
し
い
。
職

員
が
増
え
れ
ば
散
歩
も
行
き
や
す
い

し
、
さ
ら
に
丁
寧
な
保
育
、
保
護
者
対

応
、
書
類
整
理
が
で
き
る
。
１
人
体
制

な
の
で
キ
ツ
イ
（
30
代
）
」
「
子
ど
も

が
３
人
い
て
、
こ
れ
か
ら
お
金
が
か
か

る
の
で
手
取
り
50
万
円
ほ
し
い
。
職
員

が
あ
と
５
人
増
え
れ
ば
気
兼
ね
な
く
休

み
を
取
っ
て
旅
行
が
し
た
い
（
30

代
）
」
な
ど
人
手
不
足
の
厳
し
い
実
態

が
伺
え
ま
す
。

ト
ー
ク
会
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
と

様
々
な
景
色
に
触
れ
、
た
く
さ
ん
の
経

験
を
し
、
未
来
に
心
配
な
く
生
活
し
た

い
！
と
い
う
思
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
希
望
す
る
手
取
り
額
と
増
員
数

を
実
現
す
る
た
め
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
」
「
未
加
入
職
員
に
組
合
加
入
を

呼
び
か
け
、
運
動
に
参
加
し
て
も
ら

う
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ら
労
働
相
談
実
践
講
座
（
全
５
回
）
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
８
月
２
日

（
土
）
は
第
４
回
で
模
擬
団
交
を
午
後

２
時
か
ら
埼
玉
会
館
３
Ｂ
会
議
室
で
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
Ｓ

Ｕ
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
労

連
、
鴻
北
労

連
、
埼
労
連
役

員
な
ど
21
人
が

参
加
し
ま
し

た
。
埼
玉
中
央

法
律
事
務
所
の

小
内
弁
護
士
に

は
、
交
渉
に
あ

た
っ
て
の
助
言

を
お
願
い
し
ま

し
た
。

場
面
設
定
と

し
て
は
、
職
場

で
の
賃
下
げ
問

題
や
労
働
時
間

管
理
が
１
分
単

位
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
想
定
し
て
、
労
働
者
の
同

意
な
し
に
賃
下
げ
は
で
き
な
い
こ
と
、

労
働
時
間
管
理
は
１
分
単
位
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
要
求
す
る
模
擬
団
交
で
し

た
。経

営
側
に
は
、
Ｓ
Ｕ
・
中
山
書
記

長
、
埼
労
連
・
藤
田
議
長
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
・
泉
田
委
員
長
、
埼
労
連
・
伊
藤
副

議
長
が
あ
た
り
、
労
働
者
側
に
は
埼
労

連
・
尾
形
事
務
局
次
長
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
労
連

・
柴
田
議
長
、
埼
労
連
・
渋
谷
幹
事
、

Ｓ
Ｕ
組
合
員
の
仲
間
４
人
が
あ
た
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
Ｓ
Ｕ
組
合
員
や
埼
労

連
役
員
が
見
学
し
ま
し
た
。
労
働
側
に

参
加
し
た
Ｓ
Ｕ
組
合
員
の
仲
間
は
、
賃

下
げ
や
30
分
単
位
の
労
働
時
間
管
理
は

お
か
し
い
こ
と
を
法
律
に
照
ら
し
て
指

摘
し
、
経
営
側
を
押
し
込
み
ま
し
た
。

模
擬
団
交
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員

か
ら
感
想
を
出
し
て
も
ら
い
、
小
内
弁

護
士
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
。
Ｓ
Ｕ
の
仲
間

が
労
働
者
側
と
し
て
法
律
に
も
と
づ
き

追
及
し
た
点
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。

経
営
側
を
担
当
し
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
泉

田
委
員
長
か
ら
は
、
自
身
の
職
場
で
実

際
に
経
営
側
が
主
張
し
て
く
る
こ
と
を

模
擬
団
交
で
披
露
で
き
た
の
で
、
参
考

に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

実
際
の
交
渉
を
想
定

職
場
の
仲
間
と
ト
ー
ク

模
擬
団
交
で
交
渉
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

労
働
相
談
実
践
講
座

「
も
っ
と
人
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク

福
祉
保
育
労
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越
労
連
は
、
８
月
１
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
、
越
谷
市
千
間
台
の
越

谷
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
で
越
労
連
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
12
人
で
１
人
２
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
始
球
式
は
レ
イ
ラ
化
粧
品
で
働

く
建
交
労
ふ
じ
分
会
の
20
代
の
橋
本
書

記
長
の
超
特
急
の
１
投
で
し
た
。

年
金
者
組
合
は
サ
ー
ク
ル
活
動
で
週

１
回
以
上
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
経

験
豊
か
な
自
動
車
教
習
所
労
組
組
合
員

の
投
球
、
超
難
関
な
フ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を

駆
使
し
た
渡
部
事
務
局
長
の
技
術
力
の

見
事
さ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス
ペ
ア
な
ど
の
後
に

は
参
加
者
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
随
所
に
見

ら
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
あ

っ
と
い
う
間
に
２
ゲ
ー
ム
を
終
了
し
ま

し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
後
の
暑
気
払
い
は
、
せ

ん
げ
ん
台
駅
東
口
の
九
州
人
情
酒
場
・

魚
星
で
楽
し
く
酒
食
の
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
間
に
は
合
わ
な

か
っ
た
２
人
が
加
わ
り
、
14
人
で
の
交

流
会
と
な
り
、
表
彰
式
の
成
績
発
表
で

は
、
半
数
以
上
の
人
が
ク
オ
カ
ー
ド
を

も
ら
い
ま
し
た
。

優
勝
は
年
金
者
組
合
の
木
村
さ
ん

で
、
「
来
年
も
参
加
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
再
会
の
言

葉
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

汗
を
流
し
語
り
合
う
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
明
日
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
貴
重
な
時
間

で
し
た
。（

越
労
連
議
長
・
河
田
隆
司
）

蕨
地
区
労
協
は
７
月
10
日
（
木
）
に

蕨
市
役
所
門
前
で
早
朝
宣
伝
を
行
い
、

６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
正
規
職
員
と

会
計
年
度
職
員
を
対
象
に
、
配
布
時
間

も
７
時
45
分
か
ら
９
時
ま
で
延
長
し
配

布
し
ま
し
た
。

夏
期
要
求
な
ど
の
団
交
結
果
の
報
告

と
地
域
手
当
へ
の
職
員
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
を
乗
せ
た
市
職
労
ニ
ュ
ー
ス
「
わ
ら

び
」
を
、
声
を
か
け
な
が
ら
手
渡
し
ま

し
た
。
顔
見
知
り
の
職
員
も
多
く
、
ま

た
受
け
取
り
も
よ
く
２
５
０
枚
を
配
布

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蕨
地
区
労
協
は
、
市
民
目
線
で
奮
闘

さ
れ
て
い
る
職
員
と
蕨
市
職
労
を
激
励

す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
蕨
地
区
労
協
発
）

埼
労
連
争
議
・
法
対
委
員
会
が
呼
び

か
け
、
７
月
31
日
（
木
）
午
後
５
時
30

分
か
ら
浦
和
駅
東
口
で
争
議
支
援
合
同

駅
頭
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宣

伝
に
は
、
明
治
乳
業
争
議
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
、
丸
八
真
綿
争
議
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
の
争
議
団
と
支
援
す
る
仲
間
12
人
が

参
加
、
地
域
に
向
け
て
争
議
の
理
解
を

訴
え
、
争
議
団
決
起
の
場
と
な
り
ま
し

た
。４

争
議
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
争
議
の
内

容
を
示
し
た
チ
ラ
シ
を
配
り
訴
え
ま
し

た
。
明
乳
争
議
は
、
40
年
に
わ
た
る
争

議
で
、
ま
さ
に
企
業
に
よ
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
人
権
侵
害
の
事
案
で

す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
（
１
６
５
人
の
不
当

解
雇
）
は
、
２
０
１
０
年
12
月
年
末
の

始
球
式
の
一
投

解
雇
か
ら
10
年
３
ヵ
月
が
経
過
、
東
京

都
労
働
委
員
会
で
解
決
に
向
け
協
議
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
解
決
に

向
け
国
の
責
任
と
合
わ
せ
、
建
設
資
材

製
造
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
求
め
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
全
国
一
般
丸
八
真
綿
争

議
は
、
偽
装
請
負
と
労
働
者
性
を
求
め

申
し
立
て
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
争
議
の
背
景
に
は
、
長

時
間
労
働
、
不
当
解
雇
、
賃
金
未
払

い
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
重
大
な
労
働
問
題

が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
は
使
い
捨
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
人
間
ら
し
く

働
き
、
生
き
て
い
く
権
利
を
求
め
、
す

べ
て
の
働
く
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
求
め
て
声
を
上
げ
ま
し
た
。

浦和駅東口にて

争
議
の
早
期
解
決
め
ざ
し争議
支
援
宣
伝

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
暑
気
払
い
で
交
流

団
交
結
果
を
配
布
（
蕨
地
区
労
協
）
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全
労
連
主
催
で
、
10
月
11
日

（
土
）
〜
13
日
（
月
・
祝
）
に

「
レ
イ
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

（
レ
バ
カ
レ
）
が
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
単
産
・
地
方
組
織
が
自

分
た
ち
で
企
画
立
案
し
た
分
科
会

を
運
営
し
て
、
全
国
の
仲
間
と
討

論
す
る
行
事
で
す
。

全
国
か
ら
４
５
０
人
規
模
の
参

加
を
想
定
し
75
の
分
科
会
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
労
連
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
が
６
月
１
日
（
日
）
に
開

催
し
た
労
働
運
動
交
流
会
（
レ
バ

カ
レ
に
向
け
た
プ
レ
企
画
）
に
、

埼
労
連
は
分
科
会
「
コ
コ
ロ
を
近

づ
け
る
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
対
話
」
を
持
ち
込
み
、
３

つ
の
報
告
と
分
散
討
論
（
１
班
５

人
程
度
）
を
行
い
、
埼
玉
か
ら
参

加
し
た
仲
間
だ
け
で
な
く
、
他
の

都
県
か
ら
の
参
加
者
か
ら
も
好
評

を
得
て
、
10
月
の
本
番
で
も
２
つ

の
分
科
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
と
り
く
み
は
、
全
労

連
が
め
ざ
す
「
従
来
の
動
員
型
の

労
働
組
合
運
動
か
ら
の
脱
皮
」
の

実
践
で
、
請
負
型
か
ら
「
現
場
に

潜
在
す
る
要
求
を
パ
ワ
ー
に
変

え
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す
」

た
め
、
現
場
で
相
談
し
論
議
し
、

組
合
員
一
人
一
人
に
主
体
的
に
か

か
わ
っ
て
も
ら
う
運
動
ス
タ
イ
ル

を
展
望
す
る
も
の
で
す
。

参
加
費
は
１
５
０
０
０
円
・
申

し
込
み
締
め
切
り
は
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
（
75
の
分
科

会
の
内
容
は
全
労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
）
。

全
労
連
新
聞
の
レ
バ
カ
レ
特
集

号
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
各
加
盟
組
織
の

県
本
部
、
あ
る
い
は
埼
労
連
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
、
日
本
、
香
港
、
韓
国
、

台
湾
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
集

ま
っ
た
個
人
で
構
成
さ
れ
た
実
行

委
員
会
が
企
画
運
営
を
担
う
『
東

ア
ジ
ア
・
レ
イ
バ
ー
フ
ェ
ス
』

が
、
２
０
２
５
年
10
月
３
日

（
金
）
〜
10
月
11
日
（
土
）
の
期

間
、
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全

労
連
も
運
営
に
関
わ
り
、
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
（
こ
の
企
画

に
連
動
し
た
レ
バ
カ
レ
分
科
会
も

あ
り
ま
す
）
。

東
ア
ジ
ア
・
レ
イ
バ
ー
フ
ェ
ス

で
は
「
労
働
（
レ
イ
バ
ー
）
」
と

い
う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、
働
く
者

が
と
も
に
立
ち
上
が
り
、
ど
ん
な

運
動
を
展
開
し
て
権
利
を
勝
ち
取

っ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
り
、
現

在
進
行
形
で
た
た
か
う
労
働
者
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

一
方
的
に
話
を
聞
く
だ
け
の
会

議
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の

労
働
者
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
式

で
と
も
に
学
び
合
い
、
水
平
的
な

議
論
と
交
流
を
す
る
場
で
す
。

こ
ち
ら
の
企
画
に
つ
い
て
も
詳

細
に
つ
い
て
は
全
労
連
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

2025年８月15日レバカレ特集号外（毎月15日発行　第３種郵便物認可）

右のQRコードまたは全労
連HPレバカレ特設サイト
から、受付フォームに必要
事項を記入し送信してく
ださい。勤労者レクリエー
ション協会より、今後の手
続きご案内、予約確認書
兼請求書と会場の地図、
宿泊のご案内などをメールにて送付いたしま
す。10日以内に参加費などをお振り込みいた
だくことで申込が完了となります。

東アジア・レイバーフェス レバカレ2025では、
東アジア・レイバーフェスに連動した分科会が運営されます

日本、香港、韓国、台湾、中国、アメリカから集まった個人で構成された実
行委員会が企画運営を担う東アジア・レイバーフェスが、2025年10月3日
（金）～10月11日（土）都内で開催されます。全労連も運営に関わり、参
加を呼び掛けています。
東アジア・レイバーフェスでは「労働（レイバー）」というレンズを通して、
働く者がともに立ち上がり、どんな運動を展開して権利を勝ち取ってき
たのかを振り返り、現在進行形でたたかう労働者のストーリーを紹介しま
す。一方的に話を聞くだけの会議ではなく、東アジアの労働者たちとさま
ざまな形式でともに学び合い、水平的な議論と交流をする場です。

●民主主義の危機を東アジアの仲間と一緒に乗り越えたい
●アジア（中国、香港、台湾、韓国、日本など）のユニオンや
歴史に関心がある

●職場の問題を解決したいと思っている
●多くの働く人とつながりたいと思っている
　など、企画内容に関心があれば労働組合関係者はもちろ
ん、学生や家庭の中でも外でも働いている人、研究者な
ど全員が参加対象です！

公式アカウントに登録して最新情報をチェック！
レバカレ公式SNS

LINE Instagram

集会参加申込

＊趣旨賛同者なら誰でも参加可のオープン集会 
＊全労連組合員以外の参加費は２0,000円
＊宿泊ホテルのあっせんあり　１泊15,000円
　宿泊ホテルは以下のいずれかになります。ご指定は承れ
ません。
　・R&Bホテル大塚駅北口　・R＆Bホテル上野広小路
　・R&Bホテル東京東陽町　・R＆Bホテル東日本橋
注意事項
⑴1日のみの参加でも参加費は変わりません
⑵参加募集と宿泊あっせんは勤労者レクリエーション協会
を通しておこないます。

誰でも参加できます

会場：上智大学（四谷キャンパス、東京都千代田区紀尾井町７-１）
　　　　JR中央線、東京メトロ丸ノ内線・南北線／四ッ谷駅　麹町口・赤坂口から徒歩3分
共催：東アジア・レイバーフェス実行委員会、上智大学グローバル・コンサーン研究所、台湾

国際労働者協会、レイバー・ノーツ、台湾派遣労働組合、アジア・レイバー・レビュー

参加費
（全労連組合員）

夕食交流会

申込〆切申込方法15,000円
5,000円

2025年9月30日（火）

ポッドキャストで直前企画を配信します
財政活動や参加者の組織に役立てていただくために、レバカレ
2025のオリジナルグッズの取り扱い（あっせん）を開始しました。在
庫限りですので、お気軽にお問合せください。

託児利用について
会場内に託児室を設けます。
対象は小学生以下のお子さんです。利用する
場合は事前にご連絡ください。
Tel：03-5842-5611
（レバカレ実行委員会まで）
託児が必要ないお子さんは、
保護者と一緒に集会に参加
していただけます。

※但し、宿泊受付は9月12日（金）終了と
させて頂きます

日にち：2025年10月3日（金）
　　　　　 ～10月11日（土）

レバカレ2025
オリジナルグッズ

 缶バッジ 2種類
全労連ロゴ

直径32mm

レバカレロゴ

全労連HPからも
申込できます
検索ワード
「レバカレ2025」

詳細は、全労連
HPをご確認
ください

※10人以上の参加申込をする組織は、実行委員会事
務局（luc@zenroren.gr.jp）にお問い合わせくださ
い。団体申込用フォームを送付いたします。

隔週金曜日に配信
　9月5日、9月19日、10月3日
聞きたいときに聞けるインターネッ
ト版ラジオです。「ぜんろうれんラ
ジオ」で検索してください。
S p o t i f y ま た は
YouTubeポッドキャ
ストで聞くことができ
ます。

※注文・発送・請求は
　（株）かんきょうムーブが対応します。
詳細は右のQRコード、または「レバカレ2025」で
検索して全労連HPレバカレ特設ページをご確認
ください。

月1回15日発行

1989年11月14日第三種郵便物認可
https://www.zenroren.gr.jp

2025年8月15日
レバカレ特集号外

〒113-8462　東京都文京区湯島2-4-4 全労連会館4階
☎03-5842-5611　FAX.03-5842-5620

発行所・編集発行人
全国労働組合総連合

（定価）１カ月 100円（月1回、送料含む）年間 1,200円（申込みは1年前納）
  ※組合員の購読料は組合費に含む【送金先】郵便振替00170－4－415770

　変化を起こしている仲間の成功事例に学び、あ
なたの職場と社会を変えるヒントや勇気が湧いてく
る集会をみんなの力でつくりましょう。レバカレ2025

    10月11日（土）
13:00-14:00 全体会Ⅰ
14:30-16:00 分科会A
16:30-18:00 分科会B

9:00-10:30 分科会C
11:00-12:30 全体会Ⅱ
昼食休憩

    10月13日（月）
10:00-11:30 全体会Ⅲ

愛知県医労連

矢野　彩子さん
たかまつ学童保育ユニオン

藤井　康子さん

おおさかパルコープ労組
  みつくり

箕作　勝則さん

10月11日SAT. 13日MON.

▲

in
TOKY

O ビジョンセンター東京京橋・他
東京駅八重洲南口徒歩5分

レバカレの成功に向けて、「非正規公務員組織化分科会」の
知恵出し会に参加しています。この会では、「いい話だったけ
ど、自分のところでは無理かも…」は NG。参加者を主役に
した企画作りに討論もヒートアップ！　失敗も大歓迎です。誰
かが失敗の中に埋もれている光を見つけてくれるからです。
それがレバカレの魅力です。

1人の役員が多くを担うスタイルから、重
荷を分かち合い全員参加型の組合へ。
分科会では、楽しく仲間を増やす対話練習
を体験して、持ち帰られる分科会にして明
日から一歩ふみ出そうと思えるレバカレに
したいです。

労働運動交流集会2025

東京でハイタッチ！　わたしも参加します

参加申込締め切り9月30日（火）
申込方法は4面

参加者がつくる70の分科会が決定！
「対話と学びあい」で
実践交流する3日間

13:30-15:00 分科会D
15:30-17:00 分科会E
18:00-20:00 夕食交流会

（要申込）

さっぽろ青年ユニオン

岩崎　唯さん

気になるテーマをきっかけに、新しい視点や仲
間に出会い、これから一緒にやろうと思える関
係に。「知る」だけじゃない、「出会う」「つなが
る」「動き出す」レバカレから広がる、つながりと
未来を大切にしたい3日間です。

ワークショップ「全員でストやってみた」を準備し
ています。ストだけでなく、労働組合について、
多くのみなさんと対話して学びたいと今から楽
しみにしています。若い人を誘って参加するた
め声をかけまくります！

10月12日（日）

主役は職場や
社会を

変えたいあな
た

労働組合でな
らできる

主役は職場や
社会を

変えたいあな
た

労働組合でな
らできる

全
国
の
仲
間
と
対
話
し
元
気
に
な
ろ
う

レ
イ
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
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８
月
23
日
（
金
）
に
埼
玉
教
育
会
館

で
第
31
回
埼
労
連
争
議
支
援
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
争
議
支
援
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
埼

労
連
加
盟
組
織
と
県
内
各
団
体
、
埼
労

連
の
争
議
組
合
・
争
議
団
・
個
人
争
議

が
一
堂
に
集
ま
り
支
援
を
強
め
交
流
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
５
年
間

は
開
催
を
自
粛
し
て
、
昨
年
か
ら
復
活

し
た
と
り
く
み
で
す
。
今

年
は
90
人
の
争
議
団
や
支

援
の
な
か
ま
が
結
集
し
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
埼
労

連
争
議
法
対
委
員
会
の
占

部
委
員
長
か
ら
、
今
回
の

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
契
機

に
、
争
議
に
立
ち
上
が
り

労
働
者
の
雇
用
や
人
権
、

そ
し
て
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
た
た
か
っ

て
い
る
仲
間
の
支
援
を
ど

う
ぞ
、
広
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。歓

談
の
後
に
、
明
治
乳

業
争
議
団
の
一
員
と
し
て

た
た
か
っ
て
い
る
平
木
さ

ん
よ
り
、
『
奉
納
神
楽
』

の
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
場

の
雰
囲
気
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
る
争
議
団
紹
介
で
は
、

明
治
乳
業
争
議
団
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
、
Ｊ
Ｈ
Ｕ
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当

解
雇
撤
回
闘
争
団
、
全
労
連
・
全
国
一

般
丸
八
真
綿
争
議
、
理
化
学
研
究
所
争

議
、
全
国
税
争
議
で
た
た
か
う
仲
間
が

訴
え
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
自
由
法
曹
団

の
小
内
克
浩
弁
護
士
か
ら
「
不
当
な
あ

つ
か
い
に
屈
せ
ず
、
は
た
ら
く
者
の
権

利
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
争
議

団
の
み
な
さ
ん
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で

『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』
を
歌
っ
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

埼
労
連
で
も
案
内
し
て
き
た
コ
ー
プ

み
ら
い
財
団
の
給
付
型
奨
学
金
事
業
で

２
０
２
５
年
度
に
採
用
さ
れ
た
奨
学
生

が
７
０
０
人
（
前
年
７
０
０
人
）
と
な

り
ま
し
た
。
す
で
に
給
付
を
受
け
て
い

る
在
校
生
を
合
わ
せ
１
７
２
４
人
に
給

付
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
プ
み
ら
い
財
団
で
は
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
、
コ
ー
プ
み
ら
い
の
組
合

員
で
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
世
帯
に
対

し
て
、
月
１
万
円
の
奨
学
金
（
返
済
不

要
）
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
６
７
０
人
で
募
集

さ
れ
ま
し
た
が
、
宅
配
事
業
の
利
用
者

へ
奨
学
金
応
募
ポ
イ
ン
ト
の
呼
び
か
け

に
２
９
０
０
万
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
も
あ

り
、
30
人
多

い
採
用
が
実

現
し
て
い
ま

す
。
奨
学
金

を
受
け
取
っ

て
い
る
奨
学

生
や
保
護
者

か
ら
近
況
を

報
告
す
る
感

謝
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
希
望
者
の
う
ち
１
８
０
人

余
の
方
た
ち
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ー
プ
み
ら
い
財
団

で
は
、
採
用
枠
を
増
や
す
た
め
、
引
き

続
き
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

コ
ー
プ
み
ら
い
の
会
員
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
奨
学
金
事

業
へ
の
賛
同
と
協
力
を
改
め
て
呼
び
か

け
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
「
コ
ー
プ

み
ら
い
財
団
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

仲
間
へ
の
周
知
も
合
わ
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

〒336-８５２３ さいたま市南区根岸１-５-５      電話：048-789-7998   
受付時間  10時～17時（土日祝休）     email :miraizaidan@coopdeli.coop

一般財団法人 コープみらい社会活動財団お
問
合
せ
先

※インターネット注文（eフレンズ）では注文番号入力からお申込み下さい。
※�一般財団法人の為、個人が税制上の優遇措置（法的控除）を受けることは出来ません。

●宅配の注文用紙の6桁注文欄に注文番号「289110」と数量欄にご希望の「口数」を
ご記入下さい。 募金は翌月から毎月、 商品代金と一緒に引き落としされます。

●募金額を変更する場合は、上記注文番号と変更したい口数を記入下さい。
●通年でいつでもお申し込み・変更できます。
●中止する場合は、注文番号「289116」と数量欄に「1」を記入すると翌月から中止されます。

宅配での応援サポーターの登録方法
募金は一口100円単位で毎月引き落としになります。

※店舗ご利用の方は、店舗受付カウンターでお問い合わせ下さい。

コープデリ宅配注文用紙の記入例

6桁の注文番号欄 注文番号 数量（2桁）

3011982

記入例 三口300円の募金の場合

新規申込

金額変更

中　　止

289110

289110

289116

注文番号 数量記入欄

1～99の希望口数を記入して下さい。

1～99の希望口数を記入して下さい。

１を記入して下さい。

2025年7月発行

コープみらい組合員でひとり親家庭の（両親がいない方も含む）
高校生を、返済不要の奨学金（月額一万円）で応援します。

自分の育った家庭の経済的理由によらず、 子ども達が勉強できる社会になって欲しいといつも思っています。 応援サポーター通信『フリージア』を読ませていただくと、たとえ微力であっても、 奨学生の皆さんに力添えできて良かったという思いを強くします。 これからも続けて行きたいと思います。

私の家庭は経済的に余裕はありませんが、 母の頑張り

と奨学金のおかげで英検の教材や大学の資料などを

購入することができました。 世の中には悲しい事件など

が沢山あって、 そのたびに心を痛めますが、 奨学金

応援サポーターの方々のように見ず知らずの私たち

のことを応援してくれている心の優しい方々もいることを

私は忘れません。

応援サポーター
の声

高校生の未来を応援！

２０２5年度 奨学生採用人数

700人

3学年合計の
奨学生の人数

1,724人
現在の

サポーター人数
約30,000人

応援の輪が広がることで、
給付できる奨学生を増やすことができます！

私の家庭は経済的に余裕はありませんが、 母の頑張り

2030年の年間の奨学金の給付対象となる
奨学生の人数が2,000人になることを目標に、
応援サポーター44,000人の登録を目指しています！！

奨学生からの
お便り

今年3月に高校を卒業した

毎月一口100円からのあなたの募金が、
経済的に大変な高校生（奨学生）の応援になります!!

不
当
解
雇
な
ど
と
た
た
か
っ
て
い
る
仲
間
を
支
援

埼
労
連
争
議
支
援
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

７
０
０
人
に
奨
学
金
・
コ
ー
プ
み
ら
い
財
団
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人
事
院
は
８
月
７
日
、
国
家
公
務
員

の
２
０
２
５
年
度
の
給
与
に
つ
い
て
、

平
均
３
・
62
％
（
１
万
５
０
１
４
円
）

引
き
上
げ
る
よ
う
内
閣
と
国
会
に
勧
告

し
ま
し
た
。
３
％
を
超
え
る
の
は
34
年

ぶ
り
。
昨
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
中

高
年
層
の
引
き
上
げ
は
平
均
３
％
弱
で

昨
年
の
引
き
上
げ
を
大
き
く
上
回
る
勧

告
で
す
。

今
年
度
は
民
間
企
業
と
の
人
材
獲
得

競
争
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、
官
民
給
与

比
較
の
対
象
企
業
規
模
を
「
50
人
以

上
」
か
ら
「
１
０
０
人
以
上
」
に
変
更

し
、
公
務
員
の
人
件
費
抑
制
を
進
め
企

業
規
模
を
引
き
下
げ
た
２
０
０
６
年
以

前
の
水
準
に
戻
し
た
か
た
ち
で
す
。
同

様
に
霞
ヶ
関
の
本
府
省
職
員
に
つ
い
て

は
、
東
京
23
区
の
本
店
「
５
０
０
人
以

上
」
か
ら
同
「
千
人
以
上
」
に
引
き
上

げ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
官
民
較
差
は
１
万
５
０

１
４
円
（
３
・
62
％
）
と
な
り
、
従
来

基
準
で
比
較
し
た
場
合
と
比
べ
、
格
差

は
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
格
差
解
消
の
た
め
引
き
上

げ
を
勧
告
し
ま
し
た
。

行
政
職
俸
給
表
の
平
均
改
定
率
は
３

・
３
％
。
初
任
給
を
高
卒
・
一
般
職
で

１
万
２
３
０
０
円
（
６
・
５
％
）
引
き

上
げ
20
万
３
０
０
円
に
、
大
卒
・
一
般

職
は
１
万
２
０
０
０
円
（
５
・
５
％
）

引
き
上
げ
23
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。
本
府
省
の
大
卒
・
総
合
職
の
初
任

給
は
手
当
を
含
め
る
と
30
万
円
を
超
え

る
金
額
と
な
り
ま
す
。

30
歳
代
後
半
ま
で

の
職
員
に
手
厚
く
配

分
す
る
一
方
、
中
高

年
層
に
つ
い
て
は
改

定
率
が
平
均
３
％
弱

の
引
き
上
げ
で
す

が
、
１
％
台
に
抑
制

し
た
昨
年
か
ら
は
大

き
く
改
善
し
ま
し

た
。管

理
職
、
幹
部
職

員
に
本
府
省
業
務
調

整
手
当
と
し
て
５
万

１
８
０
０
円
を
新
た

に
支
給
。
昇
格
に
一

定
年
数
を
要
す
る
在

級
期
間
要
件
の
廃
止

な
ど
「
能
力
・
実
績

主
義
」
を
強
め
る
見

直
し
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
自
動
車
通
勤
や
駐
車
場
利

用
の
手
当
を
改
善
。
月
例
給
が
最
低
賃

金
を
下
回
る
場
合
に
差
額
を
補
て
ん
す

る
手
当
の
創
設
も
決
め
て
い
ま
す
。

要
望
の
多
い
、
定
年
後
再
任
用
職
員

の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
給
与
改

善
は
あ
っ
た
も
の
の
引
き
続
き
検
討
す

る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
事
業
者
・
勤
労
者

の
方
な
ど
に
向
け
て
、
労
働
関
係
法

令
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
両
立
支
援

な
ど
労
働
関
係
の
身
近
な
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
た
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
事
業
者
を
対
象
と
し

た
「
事
業
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
令

和
７
年
度
の
労
働
関
係
法
の
改
正
」

と
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
「
労
働
法

の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
〜
社
会
保
険
・
労

働
保
険
の
基
礎
と
応
用
〜
」
の
動
画

が
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
本
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
動
画

配
信
と
な
り
ま
す
。

通
信
環
境
等
に
つ
い
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

産
業
労
働
部

雇
用
・
人
材
戦
略
課

働
き
方
改
革
推
進
担
当

℡
０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
５
１
８

埼玉県 産業労働部 雇用・人材戦略課
TEL 048-830-4518 FAX 048-830-4821
Mail a3960-09@pref.saitama.lg.jp

• 通信環境の契約内容によっては、別途通信料が自己負担として発生します。
• 視聴後の質問等は受け付けておりません。
• 当セミナーは受講証明書を発行いたしません。

労働法の基礎セミナー
～社会保険・労働保険の基礎と応用～
 会社に勤めているときの保険制度
 働くときに覚えておきたい労働基準法のポイント
 社会保険に関わる「年収の壁」とは?
 育児や介護に関する改正

URL:https://youtu.be/M9UJlOVzGWw

注意
事項

ご視聴は【二次元コード】 または「埼玉県 労働セミナー」で検索!

お問合せ先

埼玉県 労働セミナー 検 索

ど な た で も ご 視 聴 い た だ け ま す 。

①前半

川越市 熊谷市 所沢市 加須市 飯能市

東松山市 春日部市 狭山市 羽生市 深谷市 上尾市

草加市 戸田市 和光市 桶川市 北本市 八潮市

三郷市 幸手市 伊奈町 寄居町

②後半
URL:https://youtu.be/ZobvQMD9Ii8

※
出
典
・
人
事
院
Ｈ
Ｐ

人
事
院
が
３
・
６
％
引
き
上
げ
勧
告

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
公
開
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埼
労
連
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
、

７
月
31
日
（
木
）
に
熊
谷
地
域
労
連
か

ら
提
供
さ
れ
た
塩
分
チ
ャ
ー
ジ
タ
ブ
レ

ッ
ト
２
箱
、
Ｓ
Ｕ
か
ら
提
供
さ
れ
た
コ

ー
ヒ
ー
１
リ
ッ
ト
ル
３
本
合
計
の
４
・

覧
く
だ
さ
い
（
下
記
よ
り
）
。
チ
ラ

シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
掛
金
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
は
、
所
属
組
合
の
共
済
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
共
済

労
働
共
済
連
が
取
り
扱
う
「
年
金
共

済
」
２
０
２
５
年
・
秋
期
の
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。

「
年
金
共
済
」
は
、
組
合
員
だ
け
が

加
入
で
き
る
貯
蓄
型
の
保
険
で
あ
り
、

資
産
形
成
に
も
っ
て
こ
い
。
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
①
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象

で
所
得
税
・
住
民
税
を
軽
減
で
き
ま

す
、
②
請
求
時
に
受
け
取
り
方
法
を
選

べ
ま
す
、
③
予
定
利
率
１
・
15
％
で
す

が
決
算
実
績
に
よ
っ
て
配
当
金
が
発
生

す
る
年
度
も
あ
り
ま
す
、
④
教
育
資
金

を
貯
め
る
の
に
も
利
用
で
き
ま
す
、
⑤

掛
け
金
は
途
中
で
増
や
せ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
リ
ス
ク
が
な
く
毎
月
５
０

０
０
円
以
上
の
掛
金
で
コ
ツ
コ
ツ
貯
め

ら
れ
る
「
年
金
共
済
」
は
35
周
年
を
記

念
し
、
２
０
２
６
年
春
期
ま
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。
２
０
２
５
年

秋
期
は
11
月
15
日
ま
で
に
加
入
申
込
書

が
各
共
済
会
必
着
と
な
り
ま
す
。

全
労
連
共
済
の
ほ
か
、
自
治
労
連
共

済
、
福
祉
保
育
労
共
済
会
、
国
公
共
済

会
、
医
労
連
共
済
を
取
扱
っ
て
い
る
組

合
に
所
属
し
て
い
る
組
合
員
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
全
労
連
共
済
Ｈ
Ｐ
を
ご

４
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
第
１
１
３
便
と
し

て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉
に
届
け
ま
し

た
。８

月
７
日
（
木
）
は
Ｓ
Ｕ
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
飲
料
水
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
、
醤
油
、
食
用
油
な
ど
５
・

８
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
第
１
１
４
便
と
し
て

届
け
て
い
ま
す
。

９
月
の
上
映
案
内

９
月
の
上
映
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
「
あ
る
視
点
」
部
門
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
フ
ィ
ル
ム
と
な
り
、
ぴ
あ
映
画
初
日

満
足
度
第
一
位
に
も
選
ば
れ
た
「
あ

ん
」
で
す
。

ど
ら
焼
き
屋
の
求
人
募
集
か
ら
そ
こ

で
働
く
よ
う
に
な
る
老
女
。
彼
女
が
作

る
粒
あ
ん
の
美
味
し
さ
が
評
判
を
呼
ん

で
店
は
繁
盛
す
る
が
、
か
つ
て
ハ
ン
セ

ン
病
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
噂
が
流
れ

フ
ー
ド
バ
ン
ク
第
１
１
３
便

１
１
４
便

埼
労
連
が
加
盟
す
る
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
共
済
会
（
埼
労
共
）
の
総
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
共
済
お
よ
び
労
働
者
福
祉
担
当
者
の
参
加
を
傍
聴

も
含
め
呼
び
か
け
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
：
埼
玉
会
館
５
Ｂ
会
議
室
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

代
議
員
数
：
20
名

担
当
：
龍
尾

た
こ
と
か
ら
店
を
去
る
こ
と
に
。
そ
し

て
、
店
主
と
常
連
客
の
女
子
中
学
生
が

老
女
の
足
跡
を
た
ど
る
。
や
り
残
し
た

こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

生
き
て

い
く
意
味
を
問
い
か
け
る
日
・
仏
・
独

合
作
、
樹
木
希
林
主
演
の
映
画
で
す
。

日
時

９
月
24
日
（
水
）

埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

③
18
時
30
分
〜

＊
埼
労
共
専
用
当
日
精
算
券
の
ご
利
用

の
場
合
９
０
０
円
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
113
・
114
便

全労連共済

二次元コード

埼
労
共
第
21
回
総
会
の
ご
案
内
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